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取得した経過を解明する必要がある。

イ審査請求人が知多市議会議員だった昭和62年当時に地元の先輩議員か

ら受けた説明の詳細は次のとおりである。

（ｱ)､市は越地排水路新設用地買収のほかに、本件土地も買収した。

（ｲ）本件土地は、一部は買収により、一部は寄附により市が登記をせずに

取得している。

（ｳ）登記を行わないで取得した土地の固定資産税は、その面秋分が減額さ

れている。

ウ以上のことを解明するため、岡田字越地7番11の他関係する土地の固

定資産税が減免されているか否か、その他数点の事項について調査を求め

る‘

(3)意見陳述における主張

審査髄求人の意見陳述における主張は、おおむね次のとおりである。

審査請求人は、本件土地のすぐ隣に住んでおり、見聞きしてきたことにつ

いて確信を持っている。

本件土地の一部は、審査請求人が以前地方卸売市場という青果市場をやっ

ていたときに借地していた土地であったが、現在は病院になっている。その

地主からは、水路を作るとか、本件土地を買収するということは、当時説明

があり、審査請求人は、その地主とはいつも信頼関係を持っていたので、そ

の説明ははっきり覚えている。

市の説明では、当時の担当職員に電話で「本件土地を市が買収したという

話は聞いた覚えがない」旨を聞き取ったというが、全て記憶をもとにした話

である。

また、市は、登記簿を調べたと再三言うが、登記簿というのは、全てでは

ないということも､,登記所に行って勉強をした。登記をせずに買収するとい

うことができるのかについて、詳しくは教えてもらえなかったが、そういう

こともありうるということを法務局の方も言っていた。

また、市が提出した資料のうち越地排水路新設用地買収の土地売買契約番

について、全員の名前と住所が同じ繁跡で書かれていること、日付が手書き
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